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２１世紀社会デザインとことばの力　　第１０　回
２００８．７．１

前期ﾚﾎﾟｰﾄ課題
自分が、自民党ないし民主党の広報・政策担当者になったと仮定して、相手をやっつける文章を党派的に書く。可能な限り攻撃的に書く。客観的に正しい必要はない。Ａ４　１枚で、下４分の１ぐらいに、自分なりの評価コメントを書く。「うまくかけた」とか、「ここは失敗している」とか。
「政治的なものの言い方は、結構いい加減である」ということを、これまで言ってきました。それをうまく利用するのが実践的な訓練になると思うので、とりあえず自分をどちらかの立場においてください。

そういうのがいやだという人、純粋客観的に書きたい人は、「自民党と民主党の違い」と言うﾃｰﾏで、Ａ４　１枚

　　　　　　　　　　

松代大本営
資料

松代大本営の地図
実は、私　先週　信州の松代に行ってきました。ここには、戦争最末期の「象山地下壕」というのがあります。参謀本部と、政府の中枢、NHK、大蔵省印刷局、中央電話局などをここに持ってくる予定だった地下宮殿ともいわれる遺跡です。場所は３カ所位にあるんです。天皇の御座所もあります。昭和１９年の秋ごろ掘り始めて、終戦時には当初計画の４０％ぐらい完成しています。
資料

立花　隆ゼミ　見聞伝　http://www.kenbunden.net/sensoiseki/index.html
２日目には、松本の地下工場跡にいきました。山の斜面に作られていて表は入り口しかないです。当時三菱重工の飛行機工場を丸ごと持ってくるという計画がありました。
これが地下の通路で、これが図面ですが、完成した訳ではありません。
全国にいま、数百の地下工場跡があります。実際に生産に供されたものはきわめて少ないです。日本の産業は壊滅状態にあったわけです。特に三菱重工では、名古屋の海岸の近いところに大工場がありましたが、空襲でバタバタやられただけじゃなくて、大地震というのがおき、壊滅状態になります。昭和２０年になってからは本格的に工場を地方に移して、地下化します。その一つが、これです。移転計画のごく一部で、入ってみると、そのころやっていた計画がいかに大規模かということがよくわかるんです。
日本の指導者たちが、戦争のこれからをどう考えていたか
昭和２０年、２月に、天皇が、重臣たちを次々に呼んで話を聞くということをします。
何のためにしたかっていうと、天皇自身が、「これから日本はどうしたらいいか」ということに迷っていたからです。

天皇は法律上唯一の主権者として、国策を決める権利を本来持っていたけれども、実際には、陸軍が、国政を牛耳っていたわけです。天皇のところに情報がちゃんと入らないわけです。

軍部は、「あくまでも戦争政策を継続する」という立場に立っています。

陸軍の中にある憲兵組織が、情報管理を徹底的にして、少しでも反軍部的な言動があると、それを取り締まっていたわけです。特に戦争継続に反対する人間は、取り締まっていました。この時期に吉田茂が憲兵から問いつめられるという有名な事件があります。

本の紹介
侍従長の回想
藤田尚徳

戦争の末期、最終的な政策決定は、重臣とかの、組織とも言えないようなものにゆだねられていたわけです。その流れの中で、天皇が、日本がどうなるか不安を持ち、重臣たち（総理大臣経験者）を呼んで話を聞くわけです。

１９年の１１月から、アメリカのB２９の大空襲が始まるわけです。２０年の２月、３月の東京大空襲の直前です。２０年３月・４月・５月に連続して東京大空襲がおきて、東京は完全な焼け野原になるわけです。それで天皇は、２月７日に平沼喜一郎、９日に広田弘毅、１４日に近衛。１５日に若槻礼次郎が呼ばれます。２３日に岡田啓介、２６日に東条が呼ばれます。

　　　　　　　　近衛上奏文
それぞれの人に、「これから日本の状況」「これからどうして行ったらいいか」と聞くわけです。この時の天皇と近衛のやりとりがものすごく有名です。
「もはや負けるのは必至と思われます。負けるのは確実で、それよりも大事なのは、負けた後に起ることです。共産主義の革命が起き、国体が変わり、天皇制から共和制に変わります。」

近衛の認識は、「２・２６事件を起こしたし青年将校は、共産主義の影響下でそれを起こした。そういう青年将校が今も軍部にたくさんいる。その連中が、戦争が終わった時に蜂起し、日本のシステムを壊す」というわけです。
彼の認識は　くるっていますが、そのくるいはどこから来たかというと　ゾルゲ事件です。摘発された連中は、実は近衛の側近です。ゾルゲ（ドイツから来た記者という形をとっているけれども、実際には、ドイツ共産党よりは、ソ連共産党に直属する感じで活動していた）の活動に参加していた連中は、実は近衛と共通の人脈にいたわけです。
ですから近衛がそういう認識を持ったのも　そういうことからかもしれません。
天皇としては、「もう戦争を終わりにしてくれ」みたいな声が重臣の中から出てくれば、それを利用して、政治を変えられると思っていたと考えられるわけです。ところが、誰も言わないわけです。
　　　　　　　　天皇と戦争情報
軍と憲兵の支配が隅々まで行き渡って、世界情勢の情報はほとんどないわけです。日本の戦争の状況だけじゃなくて、ドイツとかの。日常的にそういう情報が入ってくるルートがなかったわけです。
天皇だけは短波放送を聞いていて、世界の情勢を英米の放送を通じて知っていたと思われます。普通は、短波放送を聞いていることが分かったら、それだけで憲兵に捕まってスパイ容疑になります。天皇は、聞いていたわけで、戦争の末期の情勢をものすごくよく知っているわけです。原爆が落ちたときも、「原爆がどういうものか」ということを天皇は知っていたわけで、天皇と上層部との間には、情報のずれが、生じていたわけです。

東条は、当時政権は失っていますが、相変わらず意気軒昂で、「戦争は継続すべきだ」「その理由はこうである」ということを言っているわけです。この本を読むと、彼がどれほど楽観的に戦争の状況を見ていたかというのが、よくわかります。

なんのためにこれを配ったかといいますと、前に､終戦史録で、「戦争をどのようなもくろみのもとにはじめたか」ということをやりました。

昭和１６年の時点で、それはそうとう危うい。２０年に状況の変化を見た時に、東条がどう言ってるかが、重要になってくるわけです。４年経過して、大計画の中間評価的なのが必要なわけです。ところがまるっきりそれがない。

当初　計画は、「ドイツ・イタリアと提携して、イギリスを屈服せしめ、アメリカに戦意を喪失させる」。アメリカと軍事力で対決しても勝ち目は望めないとはっきりしているので、アメリカに戦争は嫌だと思わせる事しかない。それが基本だったわけです。

２番目は、ｿ連を三国同盟の側に入れて４国同盟にする。

ところが現実は　英米とソ連がいっしょになって連合軍になり、逆になったわけです。イギリスは負けず、イタリアが手をあげ、ドイツが負けそうになっている状況にもかかわらず、東条にはそういう認識がなかったわけです。
　　　　　　　　　　戦争の分岐点と東条

戦争の体制がひっくり返るのは、昭和１８年、ガダルカナルとスターリングラードです。今から考えると、これが、戦争の分岐点になっているわけです。
昭和１９年になると、マリアナ、サイパンをとられて、２０年に空襲の状況が生まれてくるわけです。さらにフィリピンもとられて、日本の自給自足を作るための南方の石油が、完全に失われ、当初の計画は全部つぶれるわけです

この時、東条は、日米の力の比較を無視して「まだまだ負けない」とさかんに　言ってるわけです。天皇は不満を持って聞いているわけです。
戦争の大被害が起きたのは、天皇が重臣たちから話を聞いた後です。沖縄も東京大空襲もまだです。それほどひどくない時ですから、ここで国策を変えていれば、そうとう状況が違ったわけです。
　　　　　　　
天皇の決断
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天皇の発言集
こういう状況を察して、８月９日、１４日、天皇の御前会議によって決まるわけです。
天皇は、戦争の現状を短波放送で知る以外に、何人かの軍人を戦争の現場に派遣して、最後の決戦の準備状況を調べることをやったわけです。あの時点で、天皇が言った言葉の中に、軍部を非難する言葉があるわけです。
本の紹介、
長谷川大将

千葉のアメリカ上陸予想地など

今度は天皇自ら、８月９日の夜から１０日のかけての御前会議で「本土決戦というけれど、いちばん大事な九十九里浜の準備もできていない、計画に実行が伴わない。」と、言うわけです。この一言で、軍部は、ポツダム宣言受諾に反対できなくなります。

９月９日　天皇は皇太子への手紙で、「敗因は皇国を信じて、英米をあなどったから」「精神に重きを置き過ぎ、科学をあなどったから」「進むを知って、引くを知らなかったから」といっています
玉を抑える

松代の天皇の御座所は、今は地震研究所になっています。当時天皇は、「私は行かないよ」と、松代に大本営地下壕を作っていることに激高される。木戸は、天皇がこれほどおこったことをはじめてみたというぐらいです。
この松代地下壕を作った人と、終戦の時に天皇の放送音盤を奪った人が同じだったらしい。つまり、玉を抑えるクーデターだったわけです。「決定権を持つヘッド」を抑えることに成功すれば、支配権が握れるというわけです。

それと同じことが、小泉改革のときです。

ヘッドの小泉自身がアクティブに行動していれば、国を相当動かすことができるわけです。日本の総理大臣は、制度としてものすごく大きな力を持っている。自分の意志でそれを思いのままに振るうと、大きなことができる。それが、小泉政治そのものであったといえます。
　　　　　　　　　官僚のﾊﾟﾜｰと小泉対決
日本の政治においては、官僚のﾊﾟﾜｰは一貫して強かったわけですが、その官僚に対しても総理大臣は指揮命令権を持っています。人事権も持っていますから、圧倒的なパワーを発揮することができるわけです。
小泉は、日本の総理大臣制度のパワーを極限まで使った総理大臣ということが言えます。アメリカの大統領は、議会を完全コントロールできませんが、「日本の総理大臣は議会の多数派が握る」というイギリス型ですから、議会と官僚を完全に抑えることができる仕組みになっています。それを小泉は、大衆的な人気をバックにして、それまであったような派閥の縛りから逃れ、類例がない力を持ったわけです。
　　　　　　　　竹中と裏会議
これまであった官僚のパワーをスキップするために竹中が考えた方針というのが、経済財政諮問会議だったわけです。
竹中は、「裏会議」と、「民間４議員のコントロール」と、「総理の最後のまとめの一言」の３点セットでこれをやったわけです
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